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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２６年２月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員死亡 

発生日時 平成２４年１２月１３日 ０１時５０分ごろ 

発生場所 北海道森町砂埼北方沖 

 森町所在の森港西防波堤灯台から真方位０２２.５°１３.５海里付

近 

 （概位 北緯４２°１９.２′ 東経１４０°４２.５′） 

事故調査の経過  平成２４年１２月１４日、本事故の調査を担当する主管調査官（函

館事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第三十八幸
こう

漁
りょう

丸、７.３トン 

 ＨＫ２－２１５７０（漁船登録番号）、個人所有 

 １３.１６ｍ（Lr）×３.３７ｍ×１.２０ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、漁船法馬力数１００、昭和６２年９月３０日 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６３歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和５１年２月２７日 

  免許証交付日 平成２０年１０月８日 

         （平成２５年１２月８日まで有効） 

甲板員 男性 ４０歳 

 死傷者等 死亡 １人（甲板員） 

 損傷 なし 

 事故の経過  本船は、船長及び甲板員が乗り組み、森港北北東方沖の漁場におい

て、すけとうだら刺し網漁の操業を始め、船長が、船体中央部やや前

方の操舵室で操船に当たり、甲板員が、左舷船尾で刺し網の投入作業

を行い、約１ノットの対地速力で自動操舵により、北東進した。 

 船長は、操舵室で操船及び見張りに当たっていたところ、甲板員の

大声が聞こえたので、操舵室から出て船尾に行った際、甲板員が、右

手首に瀬縄が絡んだ状態で耐えており、「機関を後進にかけて縄を緩

めろ」と言ったので、すぐに操舵室に戻り、機関を後進にかけ、平成

２４年１２月１３日０１時５０分ごろ、森港北北東方沖において、船

尾に戻ったが、船尾甲板にいた甲板員の姿が見えなかった。 

 船長は、僚船に無線で救助を要請し、瀬縄をすぐに巻き上げたとこ
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ろ、甲板員が、右手首に瀬縄が絡み、意識不明の状態で海面に上がっ

てきたので、０２時１５分ごろ僚船と共に甲板員を本船に引き上げ

た。 

 甲板員は、森港で救急車に引き渡されて病院に搬送されたが、溺死

と検案された。 

 気象・海象 

 

気象：天気 晴れ、風向 西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１ｍ、水温 約７～８℃ 

 その他の事項 

 

 本船の漁具は、刺し網（長さ約２３０ｍ）、その両端のボンデン、

瀬縄（漁具を固定する錨とボンデンを結ぶロープをいう。）及び錨で

構成され、瀬縄は、合成繊維製であり、長さが約１２０ｍ、直径が約

２０mm、ボンデンと結ばれている錨が約１０kgであった。 

 甲板員は、右手首に最後に投入した瀬縄のボンデンに近い部分が絡

んでいた。 

 甲板員は、２０年以上の経験を有しており、合羽の上下及びゴム手

袋を着用し、ゴム長靴を履いていたが、救命胴衣は着用していなかっ

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

なし 

 甲板員は、溺死した。 

 本船は、森港北北東方沖の漁場において、すけとうだら刺し網漁の

操業中、投網作業に従事していた甲板員が、右手首に投入していた瀬

縄が絡んだことから、瀬縄に引っ張られて落水し、死亡したものと考

えられる。 

 甲板員は、刺し網の投入が終わり、最後の錨を投入した後、瀬縄が

絡まったものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が、森港北北東方沖の漁場において、すけと

うだら刺し網漁の操業中、投網作業に従事していた甲板員が、右手首

に投入していた瀬縄が絡まったため、瀬縄に引っ張られて落水したこ

とにより発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・瀬縄を投入する際、伸出する瀬縄のコイル内に手を入れないよう

に注意すること。 

 ・ナイフ等を備えて漁具が絡むなどの事態に備えること。 

 


